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換えが必要となったのは、一般図書約一〇〇 冊、製本雑誌一二〇〇冊、 貴重図書三一〇冊 あった。これらについては、二〇一一年から二〇一二年末にかけて、復旧予算により修復を実施している。　
スチール製の固定書架について






























同年二月の施工のための再調査から開始した。一号館・二号館全体天井・梁・壁面・床面について、クラック（亀裂）に充填剤 注入するとともに、必要な場所には塗装を行った。そのために、建物内外に足場を組むという工事現 状態が、六月末まで続くことと った。　
それと平行し二〇一二年の四月









































一一月までの期間で実施し、一一月一九日にラーニング・コモンズをオープンした。七五台の広々とした座席のＰＣワークエリア、そしてボックス席と可動式 机・椅子を備え フレキシブルワ クエリアではグループ学習が可能となっている。アクティブ・ラーニングを想定したこのスペー は、これからの大学生の学習 支えるスペースと くであろう。　
長期間にわたる災害復旧工事の
あとタイムリーに、まさに「復旧から復興」を体感させる図書館ファシリティ 、学生たち ために実現できたことは、望
ぼう
外がい
の喜び
であった。東日本大震災からの回復、そして次の一〇〇年への新たな歩みの象徴として、東北大学のラーニング・コモンズを機能させていきたいと考えている。（よねざわ
　
まこと／東北大学附属
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